
Ishioka Public Relations  

広

報石岡

● 特集Ⅰ　水のゆくえ　　　　　　　　　　　　　  　　      P2

● 石岡市職員採用試験　　　　　　　　　　                       P26

● 石岡地区 御霊送りの回収に協力願います　  　　              P18 

● 特集Ⅱ　石岡かがやきプランの達成状況　　　                  P6

コンテンツ

 Ishioka
８/1
NO.188

2013

水のゆくえ特集Ⅰ

市の人口と世帯　79,157人（前月比▲30）　男39,200人　女39,957人　世帯数 30,052世帯　【7月1日現在】

特集Ⅱ 石岡かがやきプランの
達成状況

水を汚さないように家庭での取り組みを実践する前野さん一家



水はどこから来る？
八郷地区

・地下水
   約 80％
・霞ヶ浦の水 
   約 20％

石岡地区
・地下水 
　約 70％
・那珂川、涸沼川の水 
    約 30％

1 日・１人当たりの水の使用量
（平成 24 年度末現在・平均）

八郷地区
約 301ℓ

石岡地区
約 381ℓ

霞ヶ浦データ
湖面積　220㎢
水深　　平均 4 ｍ（最大水深 ７ｍ）　
平均滞留日数　約 200 日
※平均滞留日数は水が入れ替わるのにかかる時間のこと。

　

太
陽
に
温
め
ら
れ
た
水
は
、
蒸
発
し
て
雲
に

な
り
、雲
は
雨
や
雪
を
降
ら
せ
ま
す
。山
に
降
っ

た
雨
や
雪
は
集
ま
っ
て
川
と
な
り
、
や
が
て
海

に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
蒸
発
し

て
雲
に
な
り
、
雨
や
雪
を
降
ら
す
…
。
自
然
の

中
で
水
は
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
は
水
の
日
で
す
。
１
年
の
中
で
も

多
く
の
水
を
使
う
８
月
。　

　

大
切
に
使
っ
て
で
き
る
だ
け
汚
さ
ず
、
ま
た

自
然
に
戻
す
。
普
段
、
当
た
り
前
に
使
っ
て
い

る
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

特
集
Ⅰ  

水
の
ゆ
く
え

石岡地区
約 95.3％※簡易水道
地区は除く。

八郷地区
約 82.7％

水道普及率（平成 24 年度末現在）
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❹霞ヶ浦

❶浄水場

❷下水道管

❸下水処理場

❺オイル
　フェンス

山王川にアオコが入らないようにオイル
フェンスでせき止めます。 ❹ 下水処理場で処理されて出たドロ

（下水汚泥）はレンガタイルなどに
再利用されます。

❸ 管理室で浄水場の状態を常時監視
し、緊急時に備えます。

飲料水に適した水にするために塩素で
消毒し、配水池に蓄えられます。❶マンホールの中の下水道管❷処理された水は霞ヶ浦に放流されます。❺

市内の汚水処理状況
（平成 23 年度末）
下水道　53.2％

農業集落排水　6.7％
合併処理浄化槽　17.1％

※ 23％は単独処理浄化槽な
どで、汚水処理が完全でな
い状態で川などに放流して
しまっていることになりま
す。

特集Ⅰ　  水のゆくえ

家庭でできる上手な節水！
①食器洗い

あらかじめ布で汚れをふき取って、
ため洗いをすると1日約80ℓの節水。
　　　　 　　②歯磨き
蛇口のこまめな開け閉めを心がけ口
をすすぐときコップを使うと１人１
回約５ℓの節水。

③シャワー
シャワーと風呂を使い分けましょう。
シャワーを 20 分間使うと約 240ℓ
の湯水が流れます。



合併処理
浄化槽

単独処理
浄化槽

　下水道や農業集落排水は、汚水を効率
的に処理する施設です。ここでは主に家
庭から出るトイレや台所の生活排水を処
理しています。汚水をできるだけきれい
にして霞ヶ浦に戻すために、これらの施
設に接続することは必要不可欠。現在、
汚水の約 60％が道路に埋設された下水
道管などを通り、各処理場でバクテリア
や薬品を使って処理されています。
　下水道や農業集落排水の整備がされな
い地域は、高度処理合併浄化槽（リンや
窒素を除去）の設置が義務付けられてい
ます。単独処理浄化槽はトイレから排出
される汚水を浄化できるものの、台所や
浴室の汚水がそのまま川に流れ出て汚水
処理が不完全になってしまいます。
　汚れた水をきれいにして霞ヶ浦に戻す
には、みんなで汚水処理に取り組んでい
くことが重要です。

　石岡市の上水道の水は、地下水のくみ
上げや、霞ヶ浦、那珂川の水などでまか
なわれていますが、これらの水はいつも
無尽蔵にあるものではありません。
　地下水は水源が枯れてしまえばくみ上
げられなくなりますし、湖や川の水だっ
てあまりに汚れてしまったら使えなく
なってしまいます。また、今年のように
暑く雨が降らない夏は、水不足になりが
ちです。
　毎年、市内の小学生たちが、浄水場の
見学に来ています。子どもたちに地下水
や川の水を浄化して家庭に配水するまで
を説明すると「水を無駄使いしないよう
にしたい」と水の大切さを感じてくれて
いるようです。
　節水を心がけることは、汚水を出さな
いことにもつながっています。水は限り
ある資源。大切に使いましょう。

蛇口の水はどこから来るのか
を想像してみてほしいきれいに流す仕組み

浄水場の見学を終えた子ども
たちから送られたお礼の手紙。

水道課
野口 育久主任

　7 月中旬から 8 月下旬までが、霞ヶ浦
のアオコ発生のピークです。川や湖で水
面が緑色のペンキを流したようになって
いるのがアオコで、この正体は、大量に
発生した植物プランクトン。
　霞ヶ浦に流れ込む生活排水に含まれて
いるリンや窒素などが植物プランクトン
にとって良い栄養になり、アオコは発生
しています。霞ヶ浦のアオコが季節風の
影響で高浜に向かって押し寄せ、アオコ
が重なることで水分が飛び、腐敗し、臭
いを発生させているのです。
　臭い対策として、高浜の舟溜まりや山
王川・坂井戸などにオイルフェンスを張
ることでアオコの侵入を防いだり、人海
戦術で水面をかき混ぜることでアオコの
腐敗を防いだりしています。今年度から
は、ジェットポンプを設置し水面に波を
出すことで、アオコの腐敗を防ぐ取り組
みを新たに始めています。

霞ヶ浦のアオコ対策

特集Ⅰ 水のゆくえ　

今年度から高浜の舟溜まり
に設置されたジェットポン
プ。これにより、水面に波
を立たせることで、アオコ
の停滞を防ぎます。

生活環境課
栗山 英範係長

下水道課
小野瀬 崇係長

大切に使って、きれいに流す上下水道の仕組み水環境を守る取り組み

家庭で、できることを

東光台
前野 留美さん

アオコの腐敗を防ぐた
め、市職員が定期的に
水面をかき混ぜていま
す。

母の関波枝さん。山王川
の水質調査を年に２回
行っており、最近は水が
きれいになってきている
と話します。

波枝さんが、子どもの古
着を拭きやすい大きさに
切ってくれます。

単独処理浄化槽で処理した場合
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汚れの量
27g

汚れの量
13g

汚れの量は
処理しても
5ｇ

放流される
汚れの量

5g+27g ＝ 32g

合併処理浄化槽で処理した場合

汚れの量
27g

汚れの量
13g

放流される
汚れの量
4ｇ

下水道が詰まるなど異常が発
生したときは、マンホールの
中に入って点検します。

※汚れの量は、川の
汚れの程度を表わす
代 表 的 な も の さ し
BOD（生物化学的酸
素要求量）で表して
います。

単独処理は
合併処理の
8倍の汚れ

　結婚し家事をするようになり、改めて
環境について考えるようになりました。
　母と同居しているのですが、母は 10
年ぐらい前から石岡市家庭排水浄化推進
協議会で霞ヶ浦浄化活動をしており、環
境に配慮した廃油石けん作りをしていま
す。我が家では靴を洗ったり、お風呂を
洗ったりして活用しています。また、子
どもが着られなくなり古着にもならない
ような服をまとめておくと、母がハサミ
を入れてフライパンの油汚れや、カレー
鍋の汚れなどを落とすための布に変身さ
せてくれます。初めは落ちるのかな、と
半信半疑でしたが、本当に良く落ちて驚
きました。油をそのまま流してしまうと
下水道管がつまるし、汚れた水を流すこ
とになってしまうので、皆さんにも試し
てもらいたいです。家の「もったいない
ばあさん」から教わった暮らしの知恵を
子どもたちにも伝えていきたいです。

台所や風呂、洗濯などの汚れは処理されずに
そのまま川に流れていきます。



都市基盤

～
誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
機
能
が
充
実
し
た
ま
ち
へ
～

実施施策

産業・経済

～
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
活
力
あ
る
産
業
を
育
む
ま
ち
へ
～

実施施策
・企業誘致の推進・
　工業の振興
・商業の振興・中心
　市街地の活性化
・農林業の振興
・観光業の振興

生活・環境

～
人
と
自
然
が
調
和
し
生
活
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち
へ
～

実施施策
・交通安全の推進
・防犯対策の充実
・消費生活の安全確保
・省エネルギーの推進・
　新エネルギーの導入促進
・上水道の整備
・循環型社会の構築
・環境保全の推進
・協働によるまちづくり
　の推進

消防・防災

～
災
害
に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
～

実施施策
・消防・救急体制の
　充実
・防災機能の整備・
　強化
・防災体制の充実
・地域防災力の向上

成果指標の状況
5 指標
2 指標
0 指標
4 指標
0 指標

➡
➡
➡

－

○

・駅周辺・市街地の整備
・公共交通機関の充実
・道路の整備
・計画的な土地利用の
　推進
・下水道の整備
・公園・緑地の整備
・住宅の整備
・地域に調和した景観
　の整備

成果指標の状況
9 指標
2 指標
2 指標
3 指標
2 指標

➡
➡
➡

－

○
成果指標の状況

5 指標
0 指標
0 指標
4 指標
2 指標

➡
➡
➡

－

○
成果指標の状況

11 指標
1 指標
3 指標
1 指標
2 指標

➡
➡
➡

－

○

健康・福祉

～
健
康
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
の
び
や
か
な
ま
ち
へ
～

実施施策
・健康づくりの推進
・地域医療の充実
・子育て環境の充実
・高齢者福祉や介護予防　
　の充実
・障がい者福祉の充実
・地域福祉の充実
・生活困窮者等の自立支援
・社会保障制度の安定した
　運営

成果指標の状況
12 指標

2 指標
0 指標
5 指標
0 指標

➡
➡
➡

－

○

教育・文化

～
歴
史
・
文
化
・
未
来
を
育
む
学
び
の
ま
ち
へ
～

実施施策
・創意ある学校教育の推進
・学校施設の整備・充実
・生涯学習の推進
・生涯スポーツの推進
・文化・芸術の推進
・青少年の健全育成
・歴史・文化財の保護・
　活用

成果指標の状況
11 指標

3 指標
0 指標
6 指標
0 指標

➡
➡
➡

－

○

行政運営・経営

～
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
ま
ち
へ
～

実施施策
・積極的な情報発信と対話の
　充実
・庁舎の整備・行政サービス
　の充実
・地域情報化の推進
・広域行政の推進
・男女共同参画の推進
・国際交流の推進
・人材育成の強化
・行財政改革の推進

成果指標の状況
12 指標

1 指標
0 指標
1 指標
1 指標

➡
➡
➡

－

○

政策１政策２政策３政策４

政策５政策６政策７

➡

➡

➡

－

○
＝
達
成
見
込
み

＝
未
達
成
（
横
ば
い
）

＝
集
計
中

＝
未
達
成
（
向
上
）

＝
未
達
成
（
低
下
）

防災行政無線の屋外拡声子局 市民協働での柏原サッカー場芝生移植 企業誘致推進中の柏原工業団地 ＪＲ石岡駅の完成イメージ

シルバーリハビリ体操４月に開校した八郷中学校職員研修風景

　

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
石
岡
か

が
や
き
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
将
来

像
「
誰
も
が 

い
き
い
き
と
暮
ら
し 

輝
く
ま
ち 

い
し
お
か
」
の
達
成
の

た
め
、
市
で
は
、
市
長
の
任
期
と
合

わ
せ
た
行
動
計
画
「
石
岡
か
が
や
き

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
計
画
的
に
ま

ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま

す
。

　

石
岡
か
が

や
き
プ
ラ
ン

は
、
計
画
の

達
成
状
況
を
検
証
し
、よ
り
効
果
的
・

効
率
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た

め
、
成
果
指
標
（
数
値
目
標
）
を
掲

げ
て
適
切
な
進
行
管
理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
に
お
け
る
石
岡
か

が
や
き
プ
ラ
ン
の
達
成
状
況
と
し

て
、
成
果
指
標
の
達
成
見
込
み
を
報

告
し
ま
す
。

　

石
岡
か
が
や
き
プ
ラ
ン
の
達
成
状

況
に
つ
い
て
は
、
７
つ
の
政
策
目

標
を
達
成
す
る
た
め
47
の
施
策
に

１
１
２
の
成
果
指
標
（
数
値
目
標
）

を
掲
げ
、
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
時
点
に
お
い
て

は
、
成
果
指
標
の
約
７
割
に
向
上
が

み
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
平
成

25
年
度
に
つ
い
て
も
、
効
果
的
な
事

業
展
開
を
す
る
こ
と
で
、
目
標
値
の

さ
ら
な
る
向
上
や
、
石
岡
市
の
さ
ら

な
る
飛
躍
に
向
け
て
、
将
来
を
見
据

え
た
一
歩
を
確
実
に
歩
ん
で
い
き
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
の
４
年
間
の
行
動
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
動
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
総
合
計

石
岡
か
が
や
き
プ
ラ
ン
の
達
成
状
況

目
標
（成
果
指
標
）
の
７
割
が
向
上
し
ま
し
た
！

計
画
的
な

　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

平
成
22
年
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
当
市
の
人
口
は
合
併

時
か
ら
２
０
０
０
人
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代

の
転
出
が
多
く
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
市
が
活
力
を
維
持
し
て
い
く

う
え
で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
不
況
に
よ
り
市
内
で
は
撤
退
や
倒
産
し
た
企

業
が
あ
る
ほ
か
、
農
業
な
ど
の
各
産
業
も
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
が
ま
だ
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
な
お
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
平
成
26
年
度
末
の
完
成
を
目

指
し
進
め
て
い
る
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
の
整
備
な
ど
、
当
市
で
は
新
た
な

地
域
づ
く
り
の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は

　

成
果
指
標
の
７
割
が
向
上

平
成
25
年
度
の

取
り
組
み
と
今
後
の
事
業
展
開

画
審
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
的
確
に
把
握
し
、

多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
答
え
て

い
く
と
と
も
に
、
本
市
を
取
り
巻
く

厳
し
い
現
状
を
見
据
え
、
重
点
的
に

取
り
組
む
分
野
を
明
確
に
し
、
課
題

の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
着
実
な
計
画
の
実
行
の
た

め
、
継
続
的
に
業
務
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
選
択
と
集
中
を
さ
ら
に
進

め
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
「
誰
も

が 

い
き
い
き
と
暮
ら
し 

輝
く
ま
ち 

い
し
お
か
」
の
達
成
の
た
め
「
自
然

環
境
」
や
「
歴
史
・
文
化
」
な
ど
の

石
岡
市
に
し
か
な
い
地
域
資
源
の
さ

ら
な
る
活
用
を
図
り
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

特集Ⅱ
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子
ど
も
会
球
技
大
会

熱
戦
繰
り
広
げ
ら
れ
る

　

６
月
16
日
に
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
主
催
の
「
第
８
回
石
岡
市
子
ど

も
会
球
技
大
会
（
男
女
混
合
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
）」
が
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
小
学
校
か
ら
43
チ
ー

ム
、
６
６
３
人
の
児
童
が
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
１
～
３
年
生
の
部
】

優
勝　

東
成
井
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

準
優
勝　

吉
生
ガ
ッ
ツ
Ｊ
ｒ
．

【
４
～
６
年
生
の
部
】

優
勝　

林
星
龍
隊

準
優
勝　

園
部
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ズ

　

４
年
生
か
ら
６
年
生
の
部
の
優
勝

と
準
優
勝
チ
ー
ム
は
、
９
月
15
日
に

同
会
場
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
市
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

７
月
12
日
、
オ
カ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ス
タ
ジ
オ
同
好
会
（
新
庄
恭
子
会

長
）
か
ら
、
石
岡
地
区
交
通
安
全
対

策
推
進
協
議
会
の
交
通
遺
児
育
英
基

　

カ
ラ
オ
ケ
の
収
益
金
、
交

通
遺
児
育
英
基
金
に
寄
付

八
郷
美
術
展
に
２
１
７
点

の
作
品
が
展
示

　

７
月
５
日
、
石
岡
一
高
の
園
芸
部

の
生
徒
た
ち
が
、
昼
休
み
や
放
課
後

を
使
っ
て
育
て
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
市
役
所
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
多
く

の
人
に
き
れ
い
に
咲
い
た
花
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
市
役
所
以
外

に
も
駅
の
周
辺
や
、
ま
ち
な
か
の
お

店
な
ど
、
人
通
り
の
あ
る
と
こ
ろ
に

も
置
い
て
い
ま
す
。 

　

園
芸
部
は
園
芸
科
と
造
園
科
の
生

徒
た
ち
12
人
が
在
籍
。
育
て
た
花
を

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
な

石
岡
一
高
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
寄
贈

金
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大
会

の
収
益
金
の
一
部
３
万
７
０
１
６
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
人
の
遺
族
で
あ
る
児
童
な
ど
の

育
成
基
金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

石
岡
市
消
防
団
長
が

　

鈴
木
氏
か
ら
山
内
氏
へ

　

鈴
木
米
造
氏
（
元
市
消
防
団
長
）

が
、
３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
石
岡

市
消
防
団
を
退
団
し
、
後
任
は
副
団

長
の
山
内
直
行
氏
が
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
、
昭
和
38
年
４
月
に
八

郷
町
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
20
年

10
月
に
副
団
長
、
同
24
年
２
月
に
団

長
に
就
任
。
半
世
紀
に
わ
た
り
消
防

団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
団
長
の
山
内
氏
は
昭
和
48
年
５

月
に
石
岡
市
消
防
団
に
入
団
、
平
成

15
年
６
月
か
ら
副
団
長
を
務
め
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
12
日
か
ら
16
日
の
５
日
間
、

石
岡
市
芸
術
祭
「
八
郷
美
術
展
」
が

中
央
公
民
館
と
八
郷
総
合
支
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
内
の

日
本
画
・
洋
画
・
工
芸
美
術
・
書
・

写
真
の
愛
好
者
の
１
５
３
人
の
作
品
、

２
１
７
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　

展
示
さ
れ
た
作
品
を
鑑
賞
し
て
い

た
女
性
は
「
自
分
の
身
近
な
地
域
に

暮
ら
す
人
が
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
に

感
動
。
身
近
な
場
所
で
鑑
賞
で
き
る

の
も
、
う
れ
し
い
で
す
。
私
も
何
か

始
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。　
　

　

平
成
25
年
叙
勲
に
お
い
て
、
石
岡

市
か
ら
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に

よ
り
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

  （
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
春
の
叙
勲
■

瑞宝小綬章
佐竹　良夫

（元島根大事務局長）

瑞宝双光章（防衛）
佐藤　喜一

（元２等空尉）

瑞宝双光章
軽部　豊

（元関川小学校長）

瑞宝単光章（防衛）
黛　直明

（元准陸尉）

瑞宝双光章（警察）
山﨑　靖典

（元県警部）

瑞宝単光章（防衛）
石田　明

（元３等空尉）

瑞宝双光章
田上　七郎

（元葦穂小学校長）

瑞宝単光章（警察）
井上　三郎

（元県警部）

瑞宝単光章（防衛）
内田　善弘

（元准陸尉）

瑞宝双光章
入澤　茂男

（元新治小学校長）

■
高
齢
者
叙
勲
■

瑞宝双光章（警察）
岡野　勲

（元県警部）

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
■

授与対象

○瑞宝章とは
（ずいほうしょう）
　国家または、公共
に対し功労のあった
方で、公務等に長年
にわたり従事し、成
績を挙げた方に授与
されるものです。

▲東成井レッドスターズ▲林星龍隊

・
山
内　

仁
（
兵
庫
県
神
戸
市
）　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

・（
社
）
日
本
鳩
レ
ー
ス
協
会　

会

長　

堀
尾　

優
（
東
京
都
台
東
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

・
伊
藤　

憲
治　
　
　
　
　

 

１
万
円

・
石
岡
市
八
郷
商
工
会
（
石
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
６
千
円

・
匿
名
16
件

※
氏
名
な
ど
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

本
人
（
団
体
を
含
む
）
の
希
望
す
る

項
目
の
み
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

に
基
づ
き
、
石
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
共
感
す
る
人
や
、
心
の
ふ
る
さ
と

と
感
じ
、
応
援
し
て
く
れ
る
人
か
ら

の
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄

附
金
は
福
祉
、
教
育
、
自
然
と
歴
史

あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
な
ど
の

事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
平
成
25
年
１
月
１
日
～
６
月
30
日

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

✿
あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
　
　

寄
附
金

▲写真左から同好会の新庄さん、岡田さん、
市長、石岡地区交通安全協会の吉川会長▲作品に見入る来場者

▲プランターを届けてくれた石岡一高生
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まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

　

叙
勲



測定値（園庭中央）　
７月第１週 ７月第２週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
第１保育所 0.156 0.124 0.130 0.115
第２保育所 0.143 0.128 0.123 0.120
園部保育所 0.130 0.103 0.109 0.098
みなみ保育所 0.115 0.115 0.106 0.105
やさと中央保育所 0.148 0.119 0.101 0.096
石岡明照保育園 0.087 0.079 0.092 0.086
泉ケ丘保育園 0.104 0.088 0.098 0.089
国分台ふたば保育園 0.126 0.103 0.118 0.084
ひかり保育園 0.115 0.086 0.117 0.103
わかくさ保育園 0.120 0.109 0.131 0.105
しらゆり保育園 0.084 0.078 0.104 0.107
そとの保育園 0.063 0.062 0.055 0.041
石岡ひまわり保育園 0.113 0.105 0.159 0.131
りんりん保育園 0.130 0.110 0.114 0.116
ことりの森保育園 0.101 0.073 0.092 0.081
児童館 0.060 0.071 0.063 0.077
児童センター（入口） 0.098 0.093 0.098 0.092

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器　　　　　　
（地上 1m）

７/ ２火 0.103 0.115 0.149 0.127 0.103 0.168 0.089 0.103
３水 0.105 0.113 0125 0.132 0.102 0.173 0.104 0.104
４木 0.103 0.102 0.125 0.110 0.094 0.155 0.094 0.106
５金 0.110 0.116 0.131 0.129 0.099 0.160 0.097 0.099
８月 0.116 0.114 0.135 0.110 0.108 0.145 0.092 0.100
９火 0.108 0.105 0.136 0.115 0.104 0.162 0.080 0.098

10 水 0.107 0.103 0.122 0.118 0.104 0.163 0.098 0.112
11 木 0.104 0.119 0.120 0.123 0.113 0.155 0.089 0.096
12 金 0.115 0.118 0.138 0.116 0.092 0.150 0.093 0.097
16 火 0.109 0.118 0.140 0.126 0.097 0.150 0.092 0.094
17 水 0.102 0.100 0.149 0.127 0.109 0.147 0.096 0.109

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

７月第１週 ７月第２週
地表 地上 1m 地表 地上 1m

石岡中学校 0.101 0.093 0.098 0.086

府中中学校 0.181 0.161 0.174 0.162

城南中学校 0.123 0.117 0.119 0.115

国府中学校 0.105 0.103 0.115 0.104

園部中学校 0.132 0.109 0.129 0.106

八郷中学校 0.042 0.043 0.043 0.050

中学校

Ａ 2700
測定器

７月第１週 ７月第２週
地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m

石岡小学校 0.107 0.098 0.105 0.103
府中小学校 0.119 0.109 0.129 0.114
高浜小学校 0.096 0.096 0.108 0.108
東小学校 0.088 0.090 0.080 0.106
三村小学校 0.126 0.119 0.100 0.121
関川小学校 0.142 0.139 0.163 0.153
北小学校 0.117 0.110 0.134 0.116
南小学校 0.146 0.126 0.152 0.125
杉並小学校 0.114 0.106 0.114 0.116
園部小学校 0.124 0.127 0.132 0.127
東成井小学校 0.161 0.126 0.139 0.130
瓦会小学校 0.100 0.088 0.092 0.089
林小学校 0.094 0.088 0.095 0.094
恋瀬小学校 0.086 0.087 0.092 0.091
葦穂小学校 0.110 0.100 0.102 0.094
吉生小学校 0.095 0.105 0.100 0.095
柿岡小学校 0.118 0.114 0.115 0.105
小幡小学校 0.109 0.105 0.120 0.103
小桜小学校 0.106 0.108 0.116 0.110

小学校

Ａ 2700
測定器

保育所
など私立公立

PA-1000 Radi測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も測定してい
ます。ホームページで確認できます。

市内各施設の
　　　     放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

　　７月２日～ 17日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
７月第１週 ７月第２週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
府中幼稚園 0.097 0.095 0.116 0.096
国分寺幼稚園 0.114 0.108 0.112 0.116
石岡善隣幼稚園 0.099 0.072 0.106 0.074
ばらき台幼稚園 0.090 0.086 0.094 0.081
石岡幼稚園 0.070 0.105 0.100 0.113
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.101 0.073 0.092 0.081
八郷幼稚園 0.113 0.108 0.112 0.100
東幼稚園（園庭） 0.119 0.117 0.140 0.106

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

７月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.138 0.120 0.117
葦穂地区多目的研修センター 0.128 0.109 0.106
瓦会地区多目的研修センター 0.111 0.099 0.096
石岡学校給食センター 0.166 0.154 0.156
農村資料館 0.085 0.096 0.088
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 0.108 0.103 0.108
まちかど情報センター 0.100 0.098 0.093
常陸風土記の丘 0.148 0.127 0.129
茨城県フラワーパーク 0.136 0.103 0.107
つくばねオートキャンプ場 0.131 0.120 0.103
朝日里山学校 0.155 0.121 0.147
石岡運動公園 0.139 0.132 0.144
八郷総合運動公園 0.094 0.081 0.084
柏原野球公園 0.194 0.172 0.162
柏原サッカー公園 0.079 0.067 0.077
小井戸運動広場 0.119 0.108 0.113
国府公園 0.136 0.119 0.132
石岡ステーションパーク 0.100 0.085 0.089
いしおかイベント広場 0.103 0.080 0.096
やさと温泉ゆりの郷 0.115 0.084 0.085
柏原池公園 0.178 0.172 0.168
八軒向第 3 公園 0.127 0.135 0.121
フローラル西公園 0.093 0.082 0.085
ばらき台第２公園 0.121 0.124 0.124
池の台住宅記念碑 0.164 0.146 0.147

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

※国における放射線量の基準値は、地上 1 ｍ（子どもの場合は地上 0.5 ｍ）で毎時 0.23 マイクロシーベルト以下です。
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平
成
25
年
度
の
介
護
保
険
料
額
が

前
年
度
の
所
得
な
ど
に
基
づ
い
て
、

決
定
し
ま
し
た
。
郵
送
さ
れ
る
通
知

書
で
、
決
定
し
た
保
険
料
額
を
確
認

く
だ
さ
い
。

年
金
天
引
き
の
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
特
別
徴
収
の
人
に
は
８
月
上

旬
に
「
平
成
25
年
度
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
変
更
開
始

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
な
い
普
通
徴
収
の
人
に
は
８
月

中
旬
に
「
平
成
25
年
度
介
護
保
険
料

額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
。
各
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
と
納
期
限

第
３
期　

９
月
２
日

第
４
期　

10
月
31
日

第
５
期　

12
月
25
日

第
６
期　

２
月
28
日

介
護
保
険
料
額
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

額
の
１
割
を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

８
月
中
に
通
知
書
を
郵
送

残
り
の
９
割
の
う
ち
21
％
相
当
分
を

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
保
険

料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
に
基
づ
い

て
基
準
額
を
算
定
し
、
市
民
税
に
お

け
る
世
帯
の
課
税
状
況
や
前
年
の
所

得
額
に
応
じ
て
９
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　

決
定
通
知
書
に
は
今
年
度
の
年
間

保
険
料
額
や
ど
の
よ
う
な
方
法
で
納

め
る
か
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
を
確
認
し
て
、
不
明
な
点

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
に
関
す
る
心
配
事
が
あ
っ
た
ら

相
談
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た
い
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
、
高

齢
者
向
け
に
住
宅
改
修
を
し
た
い
、

車
イ
ス
を
借
り
た
い
な
ど
、
介
護
に

関
す
る
相
談
・
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
室　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
４
）

平
成
25
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
の
手

当
は
、
申
請
が
な
い
場
合
、
支
給
さ

れ
な
い
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
と
な
る
児
童

□ 

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

□ 

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い
る
、

一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
、
生

死
が
明
ら
か
で
な
い

□ 

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
、
刑
務
所
な
ど

に
拘
禁
さ
れ
て
い
る

□ 

母
が
未
婚
で
出
産
し
た
、
児
童

を
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明

□ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

※
支
給
さ
れ
な
い
場
合　

日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
、
公
的
年
金
や

遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
と
る
こ
と
が

で
き
る
、
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に

預
け
ら
れ
て
い
る
、
父
ま
た
は
母
の

配
偶
者
（
事
実
婚
を
含
む
）
に
養
育

さ
れ
て
い
る
、
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
な
ど
。

手
当
の
支
給
額

　

所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
支
給
額

が
変
わ
り
ま
す
。

全
部
支
給
の
場
合
（
月
額
）

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

父
ま
た
は
母
な
ど
の
所
得
が
制
限

額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当
の
支

給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
制
限

額
は
、
扶
養
人
数
な
ど
に
応
じ
て
変

わ
り
ま
す
。
父
ま
た
は
母
が
養
育
費

な
ど
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
金
額
の
80
％
を
所
得
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。

児
童
１
人 

【
４
万
１
４
３
０
円
】

児
童
２
人
【
４
万
６
４
３
０
円
】

児
童
３
人
【
４
万
９
４
３
０
円
】

※
３
人
目
以
降
３
０
０
０
円
ず
つ
加

算
。

一
部
支
給
の
場
合
（
月
額
）

４
万
１
４
２
０
円
～
９
７
８
０
円

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
７
４
）

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
は
、

８
月
中
に
提
出
を

８
月
上
旬
に
通
知
書
を
郵
送

　

児
童
扶
養
手
当
を
認
定
さ
れ
て
い

る
人
は
、
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
当

の
認
定
要
件
を
確
認
す
る
た
め
に
現

況
届
は
必
要
で
す
。
必
ず
提
出
し
ま

し
ょ
う
。
提
出
が
な
い
場
合
、
８
月

以
降
の
手
当
は
、
届
け
出
が
あ
る
ま

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ

さ
い
。
手
当
の
該
当
者
に
は
８
月
上

旬
に
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

現
況
届
の
受
付
期
間

８
月
12
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

場
所
　  

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

     

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

提
出
書
類
　

・
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

・
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

・
受
給
資
格
確
認
票

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
し

て
も
ら
う
書
類
が
あ
り
ま
す
。

就
労
を
支
援
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
へ

　

県
で
は
、
自
立
に
向
け
た
就
労
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
は
除
く
）

内
容　

面
接
相
談
、
自
立
目
標
・
支

援
内
容
の
設
定
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
連
携
に
よ
る
就
労
支
援

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
６
３
）
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情報
ネットワーク

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
６
／
30
現
在
】

・
発
生
件
数　

１
３
６
件
（
－
13
）

・
死
者
数　
　
　

３
人
（
＋
１
）

・
負
傷
者
数　

１
９
１
人
（
＋
２
）

・
物
損
事
故　

９
０
４
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募
　
　
集

石岡市役所
　☎ 23‐1111
八郷総合支所
　☎ 43‐1111
石岡消防署
　☎ 23‐0119
八郷消防署
　☎ 43‐6491
火災情報
　☎ 24‐1818
テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

イ
ベ
ン
ト

そ

の

他

日
時　

９
月
８
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

　
　

  　
（
小
美
玉
市
百
里
１
７
０ 

）

内
容　

・
基
地
所
属
航
空
機
な
ど
の
飛
行
お

よ
び
展
示

・
各
種
装
備
品
の
地
上
展
示

そ
の
他　

基
地
内
駐
車
場
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ

百
里
基
地
航
空
祭

9
月
８
日

　

今
回
、
日
頃
協
力
し
て
く
れ
て
い

る
石
岡
市
ほ
か
10
市
町
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
抽
選
に
よ
り
「
特
別
公
開
」

へ
招
待
し
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

内
容　

航
空
機
の
飛
行
お
よ
び
展
示
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
、
戦
闘

機
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
公
開
な
ど

応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
来
場

者
全
員
の
氏
名
・
車
の
名
前
・
ナ
ン

バ
ー
を
明
記
の
う
え
、８
月
21
日（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
世
帯
で
１
通
の

９
月
７
日
は
、
抽
選
に
よ
る
百
里

基
地
航
空
祭
「
特
別
公
開
」
実
施

応
募
（
車
は
１
台
の
み
）
に
な
り
ま

す
。
複
数
応
募
・
記
入
不
備
は
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

※
当
選
者
に
は
、
８
月
30
日
頃
に
入

場
券
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　

の
ぞ
み
で
納
涼
祭

８
月
10
日

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
で

は
、
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
囃
子
や
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、屋
台
、

ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
５
時
～
７
時

※
雨
天
時
は
、
施
設
内
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
ふ
れ
あ

い
の
里
石
岡
を
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
（
ふ
れ
あ
い
の
里

石
岡
内  

大
砂
１
０
５
２
７
─６
）

☎
２
７
・
５
５
０
１

石
岡
市
障
が
い
者

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
５
日

　
市
で
は
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
障
が
い
が
あ
る
人
々
の
体
力

増
進
を
図
り
、
自
立
と
社
会
参
加
の

意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

理
解
と
協
調
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
当
日

は
、
バ
ザ
ー
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
５
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
（
雨
天
決
行
）

会
場
　
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

参
加
者
　
市
内
在
住
で
各
種
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど

申
込
方
法
　
障
が
い
が
あ
る
人
で
、

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
時
に
、
競
技
種
目
な
ど

を
含
め
た
大
会
の
詳
細
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
込
締
切　

８
月
30
日
（
金
）

主
催
　
石
岡
市
・
石
岡
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
７
）

　

10
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

に
石
岡
運
動
公
園
で
、
第
40
回
産
業

祭
を
開
催
し
ま
す
。　

　

市
内
で
生
産
加
工
や
製
造
し
て
い

る
製
品
を
、
広
く
消
費
者
に
宣
伝
紹

介
す
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
お
店
を
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
工
場
お
よ
び
店
舗
を

有
す
る
事
業
所
の
人

産
業
祭
に

　
　

出
店
し
ま
せ
ん
か

10
月
19
・
20
日

ＨＰ◇
簡
単
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
講
座

　

初
め
て
の
人
で
も
簡
単
に
フ
ラ
ン

ス
家
庭
料
理
を
家
庭
で
楽
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
１
講
座
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

日
時　

①
８
月
25
日（
日
）サ
ー
モ
ン
の
ハ
ー

ブ
焼
き
＆
季
節
の
野
菜
を
添
え
て

②
９
月
22
日
（
日
）
ム
ー
ス
・
オ
・

シ
ョ
コ
ラ
（
伝
統
的
な
デ
ザ
ー
ト
）

③
10
月
27
日（
日
）　

ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ

シ
ュ
＆
カ
ボ
チ
ャ
の
ス
ー
プ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
０
時
30
分
で
す
。

ひ
ま
わ
り
の
館
で

 　
　
　

体
験
教
室
！

日
時　

８
月
31
日
～
11
月
16
日
の
毎

週
土
曜
日　

全
11
回

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

芹
澤
記
念
弓
道
場

　
　
　
　
　
（
総
社
２
─４
─３
）

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
経

験
者
も
参
加
可
・
学
生
は
除
く
）

募
集
人
員　

10
名

受
講
料　

２
０
０
０
円（
保
険
な
ど
）

※
用
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す

が
、
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
も
可
能

で
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、
午
前
10
時
30
分
か

初
心
者
弓
道
教
室

内
容　
「
生
産
加
工
品
の
展
示
」、「
安

売
市
（
物
販
）」
へ
の
出
店

申
込
方
法　

経
済
部 

石
岡
事
務
所

に
備
え
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
16
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　

経
済
部 

石
岡
事
務
所

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
２
）

　

http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

講
師　

加
藤 

裕
子 

先
生

定
員　

各
20
名

教
材
費　

各
１
０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
開
始　

８
月
８
日（
木
）か
ら
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
月
曜
日
は

休
館
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

申
込
締
切　

８
月
24
日
（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
弓
道
会
（
担
当
：
稲
葉
）

☎
０
９
０
・
５
５
８
４
・
７
６
２
８

海
洋
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
13
日

（
火
）
～
15
日
（
木
）
の
３
日
間
は

機
械
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館
に
な

り
ま
す
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
６
・
７
２
１
０

８
月
13
～
15
日

石
岡
駅
東
口
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

運
行
（
有
料
）
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
茨
城
空
港
を
利
用
す
る
人

は
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
出
発
く

だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利

用
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
羽
鳥
駅
か

ら
の
バ
ス
は 

あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
１ 
─３
１
９
４

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地 

広
報
班　

☎
０
２
９
９
・
５
２
・
１
３
３
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
８
７
）
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白
雲
荘

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

白
雲
荘
で
は
、
８
月
14
日
（
水
）

か
ら
16
日
（
金
）
ま
で
、
機
械
点
検

清
掃
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

は
、
入
浴
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
理

８
月
14
～
16
日

市
で
は
、
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る

人
が
、
市
役
所
で

の
手
続
き
や
相
談

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
手
話

手
話
通
訳
者
が

　
　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

「
石
岡
の
陣
屋
門
」
を

　
　
　

修
復
し
て
い
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
ま
で
の
予
定
で

「
石
岡
の
陣
屋
門
」
の
修
復
を
行
っ

て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
見
学

す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

理
解
の
う
え
、

協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
４
）

平
成
26
年
３
月
ま
で

　

市
で
は
、
市
民
ま
た
は
転
入
者
が
、

木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を
建
築
す

る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
市
内
の
設
計
事

務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
、
市
内
の

工
務
店
へ
の
施
工
依
頼
な
ど
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
工
事
に

着
手
し
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り

木
造
住
宅（
在
来
工
法
）を

建
築
す
る
人
へ

石
岡
市
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

安
全
な
建
築
物
の

  
最
後
の
仕
上
げ「
完
了
検
査
」

建
築
物
を
建
築
す
る
人
へ

　

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が
完

成
し
た
際
に
は
、
完
了
検
査
を
受
け

平成 25 年度 自衛官募集
航空学生

（男子・女子）
一般曹候補生

（男子・女子）
自衛官候補生

（男子・女子）
パイロットを
養成します

自衛隊の曹と
なる自衛官を
養成します

教育終了時に自
衛官の身分・階
級を付与します

応募資格
（平成 26 年
4 月 1 日現在）

高卒（見込含）
21 歳未満

18 歳以上
27 歳未満

受付期間
８月１日（木）～９月６日（金）
※自衛官候補生の男子のみ年間を通じて受け付け
ていて、試験日は受付時にお知らせします。

一次試験 9 月 21 日（土）
9月16日（月）・
17 日（火）の
指定する 1 日

受付時にお知ら
せします。

種 目

募集要項

ＨＰ

■問い合わせ　
　自衛隊茨城地方協力本部 土浦地域事務所
　☎ 029-821-6986　
　　 http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/
　石岡市役所 　総務課 ☎ 23-1111（内線 254）
　八郷総合支所 総務課 ☎ 43-1111（内線 1337）

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
願
い
ま
す
。

助
成
額　

住
宅
建
築
に
要
す
る
費
用

の
10
％
以
内
で
、
50
万
円
が
限
度

応
募
締
切　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
建
築
物
の
強
度
や
避

難
な
ど
の
基
本
的
な
性
能
に
つ
い

て
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
関
係
規
定

へ
の
適
合
を
法
定
機
関
が
現
地
に
お

い
て
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、
工
事

完
了
時
に
「
完
了
検
査
申
請
書
」
を

管
轄
の
行
政
機
関
ま
た
は
指
定
確
認

検
査
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、検
査
後
に
交
付
さ
れ
る「
検

査
済
証
」
は
、
建
築
物
の
安
全
性
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
適
合
建
築
物
の
証

で
あ
り
、
建
築
物
の
売
買
や
融
資
を

受
け
る
際
、
ま
た
は
増
改
築
時
に
提

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー 

建
築
指
導
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
８
５
１
９

通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

事
前
に
登
録
す
れ
ば
、
市
役
所
以
外

の
場
所
に
手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所 

仮
設
庁
舎
４
号
棟

毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

配
置
時
間　

い
ず
れ
も
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後

１
時
ま
で
を
除
く
）

※
曜
日
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

FAX
２
７
・
５
８
３
５

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１（
内
線
１
１
２
４
）

FAX
４
３
・
１
１
４
２

解
の
う
え
協
力
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

霞
台
厚
生
施
設
組
合 

福
祉
セ
ン

タ
ー
白
雲
荘

☎
２
６
・
４
１
２
６

フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報

　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報
」
の

日
版
・
週
版
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
・
八
郷
総
合
支
所
の
正
面

玄
関
入
口
付
近
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

経
済
部 

石
岡
事
務
所

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
５
）

日
版
・
週
版

広報いしおか８月 1 日号  №１８８　１4

結
　
果

石岡海洋センター☎ 23-5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

募
　
集ス

ポ
ー
ツ

        

情
報
石岡運動公園
☎ 26-7210

八郷総合
運動公園

☎ 43-6884

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
月
26
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優　

勝　

島
田
・
荒
井
組

準
優
勝　

古
川
・
綿
引
組

第
３
位　

小
池
・
遠
藤
組

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優　

勝　

小
川
・
鴨
志
田
組

準
優
勝　

山
本
・
山
本
組

第
３
位　

平
野
・
長
沼
組

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優　

勝　

下
山
・
円
谷
組

準
優
勝　

井
上
・
田
添
組

第
３
位　

八
巻
・
平
山
組

第
３
位　

池
田
・
小
沼
組

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優　

勝　

田
村
・
富
山
組

準
優
勝　

尾
高
・
谷
口
組

八
郷
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
月
26
日

石
岡
運
動
公
園

優　

勝　

ブ
レ
イ
ド

準
優
勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

第
３
位　

ば
ら
き
台
ク
ラ
ブ

第
３
位　

Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　
　

春
季
大
会

５
月
26
日
・
６
月
２
日

石
岡
運
動
公
園 

陸
上
競
技
場

＊
４
年
生
の
部

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

＊
５
年
生
の
部

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

＊
６
年
生
の
部

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

準
優
勝　

石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位　

八
郷
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

サ
ッ
カ
ー
大
会

６
月
23
日

サ
ミ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

石
岡
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
29
日

 

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

＊
団
体
戦
１
部

優　

勝　

美
野
里
Ａ

準
優
勝　

石
岡
ク
ラ
ブ　

＊
団
体
戦
２
部

優　

勝　

恋
南
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

石
岡
北　

第
３
位　

茨
城
町
Ｃ

第
３
位　

八
郷
ク
ラ
ブ
Ａ

石
岡
市
近
隣

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
月
23
日

ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
21
日

石
岡
運
動
公
園 

多
目
的
広
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

久
松　

喜
代
治

準
優
勝　

小
松
崎　

忠

第
３
位　

鈴
木　

實

＊
女
子
の
部

優　

勝　

川
崎　

ふ
み
江

準
優
勝　

田
崎　

貞
子

第
３
位　

関
根　

き
い
子

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

高
橋　

邦
雄

準
優
勝　

本
多　

祐
輔

第
３
位　

大
槻　

進

＊
シ
ニ
ア
女
子
の
部

優　

勝　

市
村　

幸
子

準
優
勝　

高
橋　

ち
が
子

第
３
位　

竹
内　

勝
子

６
月
１
日

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
長
杯
交
流
大
会

レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ

   

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

８
月
31
日
、
９
月
７
・
14
・

21
・
28
日
、
10
月
５
・
12
日
の
土
曜

日　

全
７
回　

午
前
９
時
～

※
雨
天
時
は
、午
前
８
時
30
分
決
定
。

会
場　

柏
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
柏
原
11
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

参
加
費　

５
０
０
円（
１
レ
ッ
ス
ン
）

参
加
方
法　

午
前
８
時
30
分
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
ど
の
回
で
も
参
加
自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

硬
式
テ
ニ
ス
部
（
担
当
：
松
塚
）

☎
２
３
・
５
５
６
６

☎
０
９
０
・
８
５
８
０
・
６
９
１
８

優　

勝　

久
保
田　

敏
充

準
優
勝　

浜
野　

善
明

第
３
位　

長
谷
川　

信
幸

＊
女
子
の
部

優　

勝　

鈴
木　

ま
ゆ
み

第
３
位　

烏
川
・
小
松
崎
組

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ

優　

勝　

加
藤
・
横
地
組

準
優
勝　

横
須
賀
・
根
本
組

第
３
位　

大
島
・
南
組

第
３
位　

小
池
・
下
條
組

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ

優　

勝　

井
口
・
畑
野
組

準
優
勝　

久
喜
・
高
塚
組

第
３
位　

大
字
・
石
崎
組

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｄ

優　

勝　

川
澄
・
今
藤
組

準
優
勝　

足
立
・
枝
川
組

第
３
位　

飯
塚
・
井
川
組

＊
個
人
戦 

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

石
井
・
吉
澤
組

準
優
勝　

大
野
・
糸
川
組　

第
３
位　

飯
島
・
岩
崎
組
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※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

25 八郷中学校
進入路新設工事

柿岡
3513
番地 2

希）  1,093
予）  1,055
落）  1,035

㈲竹林組

6.14

25 恋瀬地区農集排
第 032 号管渠工事 大塚

希）     468
予）     451
落）     443

九島産業㈱

25 単・市道 A2043 号線
舗装補修工事 半ノ木

希）     205
予）     199
落）     190

㈱宮本
工務店

25 市道 B6706 号線
（美野里・八郷線）

道路照明灯設置工事
山崎

希）     183
予）     175
落）     172

㈲左近電気

25 学校給食
配膳棚修繕

石岡
小学校
ほか

予）  113.5
落） 68.908 ㈲大倉建設

25 学校給食用
食器購入（石岡市立
石岡学校給食センター）

正上内
16番16号

予）  276.5
落）267.75

日本調理機㈱
茨城営業所

25 市単特環管渠
実施設計業務委託
その 1

山崎・
真家

希）     975
予）     931
落）     867

日本上下水道
設計㈱

茨城出張所

25 市単公下
測量設計業務委託
その 1

若松
三丁目

希）     405
予）     386
落）     360

日本上下水道
設計㈱

茨城出張所

25 石岡市公園施設
長 寿 命 化 計 画 策 定
業務委託

国府公園
ほか

希）     757
予）     733
落）     695

昭和㈱
茨城支社

25 消防吏員 活動服・
救急服・救助服購入

石岡市
消防本部

予）     210
落）  191.8

㈱土浦消防
センター

25 上下式防火衣
一式購入

石岡市
消防本部

予）     133
落）122.395 ㈲鈴機

25 消防吏員
冬制服購入

石岡市
消防本部

予）       71
落）    65.2 ㈲鈴機

25 移動式呼吸器用
コンプレッサーユニット
一式購入

石岡市
消防本部

予）     387
落）     378 ㈲鈴機

25 公用車購入
（八郷総合支所）その 1

八郷
総合支所

予）     212
落）     160 ㈲満商会

25 公用車購入
（八郷総合支所）その 2

八郷
総合支所

予）     146
落）  113.8

㈲反町
自動車商会

25 防災備蓄品購入 石岡
市役所

予）     156
落）133.498 ㈲鈴機

25 消防設備点検業務
委託（石岡地区小学
校 10 施設）

石岡
小学校
ほか

予）     107
落）     107 スイコー㈱

25 消防設備点検業務
委託（八郷地区小学
校 10 施設）

園部
小学校
ほか

予）       70
落）       70 泰昌防災

25 単・市道 A5641 号線
道路改良工事 高浜

希）  4,830
予）  4,670
落）  4,560

平成建設㈱ 6.21

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

25 市道 B6706 号線
（美野里・八郷線）

建設に伴う山崎塩海道
遺跡発掘調査業務委託

山崎 予）  1,160
落）     690

㈱東京航業
研究所

H25
6.13

25 石岡市八郷総合運動
公園プール管理業務委託

野田
600 番地

予）     365
落）     365

㈱ｻﾝｱﾒﾆﾃｨ
茨城支社

25 石岡海洋センター
プール管理業務委託

染谷
1415
番地

予）     280
落）     280

㈱ｻﾝｱﾒﾆﾃｨ
茨城支社

選挙ポスター掲示板
設置・撤去委託

（参院選）

石岡一丁目
1番地1ほか
313か所

予）172.7
落）172.7

㈲内田
基礎工業

25 非構造部材の耐震
化調査業務委託（石岡
小学校ほか 8 小学校）

総社
一丁目

2番10号ほか

希）  1,550
予）  1,488
落）  1,454

㈲クボタ建築
設計事務所

25 非構造部材の耐震
化調査業務委託（石岡
中学校ほか 5 中学校）

東石岡
四丁目

2番1号ほか

希）  1,343
予）  1,278
落）  1,260

㈲吉田建築
計画事務所

25 非構造部材の耐震
化調査業務委託（園部
小学校ほか 9 小学校）

宮ヶ崎
6 番地
ほか

希）  1,217
予）  1,176
落）  1,144

三輪建築
設計事務所

25 やさと中央保育所
非構造部材の耐震化調
査業務委託

柿岡
2155
番地

希）     197
予）     188
落）     185

㈲クボタ建築
設計事務所

25 みなみ保育所
非構造部材の耐震化調
査業務委託

月岡
1375
番地

希）     188
予）     183
落）     176

㈲イノ設計

25 園部保育所
非構造部材の耐震化調
査業務委託

真家
1921
番地

希）     172
予）     165
落）     162

和田建築
設計事務所

25 単・市道 B201 号線
ほか道路除草工事第 5 号

柿岡・
恋瀬地区

希）     271
予）     265
落）     256

八郷
造園業 (同)

25 単・市道 A2212 号線
ほか道路除草工事第 1 号

谷向町
ほか

希）     248
予）     240
落）     231

㈲樫村
造園土木

25 単・市道 A6011 号線
ほか道路除草工事第 5 号 三村

希）     222
予）     217
落）     208

杉並
造園土木㈱

25 単・市道 A1089 号線
ほか道路除草工事第 2 号

染谷
ほか

希）     205
予）     198
落）     193

小桜造園

25 単・市道 A0118 号線
ほか道路除草工事第 3 号

東田中
ほか

希）     202
予）     193
落）     190

長谷川造園

25 単・市道 B6650 号線
道路除草工事第 6 号

園部
地区

希）     201
予）     194
落）     190

佐藤
造園土木㈱

25 単・市道 A0113 号線
ほか道路除草工事第 4 号

東大橋
ほか

希）     200
予）     196
落）     189

㈲グリーン巴

25 市道 B8679 号線
（八郷・新治線）

関連道路舗装工事
第 1 工区

辻
希）     628
予）     598
落）     595

㈲路川
工務店

6.14

25 単・市道 A2172 号線
道路舗装工事 大砂

希）     323
予）     310
落）     304

㈲福田
工務店

　月の入札結果　月の入札結果 事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

25 単・市道 A0122 号線
排水整備工事 三村

希）  2,340
予）  2,248
落）  2,200

篠﨑建設㈱

6.21

25 茨城県指定文化財
石岡の陣屋門
保存修理工事

総社
一丁目

希）  3,490
予）  3,322
落）  3,240

㈱進貢

24 国補杉並小学校
屋内運動場棟
耐震補強工事

杉並
二丁目

3 番 1 号

希）  3,090
予）  2,935
落）  2,799

㈱松永
工務店

24 国補高浜小学校
屋内運動場棟
耐震補強工事

高浜
62 番地

希）  2,350
予）  2,303
落）  2,070

双葉建装㈱

25 単・市道 B117 号線
ほか道路除草工事第 1 号

小幡・
林・小桜

地区

希）     421
予）     404
落）     395

㈱川又
造園土木

25 単・市道 B107 号線
ほか道路除草工事第 3 号

柿岡・
小幡地区

希）     341
予）     324
落）     322

総合開発
協同組合

25 単・市道 B112 号線
ほか道路除草工事第 2 号

園部・
林地区

希）     308
予）     302
落）     247

鈴木
造園土木㈲

25 単・市道 B101 号線
道路除草工事第 4 号

葦穂
地区

希）     303
予）     290
落）     286

堺建設㈱

6.21
25 観光用トイレ
建設工事
実施設計業務委託

朝日
308 番地

希）     110
予）     105
落）     103

三輪建築
設計事務所

25 石岡市立中央図書館
改修工事
実施設計業務委託

若宮
一丁目

6 番 31 号

希）       95
予）       93
落）       90

㈲藤岡設計
事務所

25 単・市道 A5641 号線
道路舗装工事 高浜

希）  1,950
予）  1,864
落）  1,852

㈱菱伸工営 6.28

25 石岡市水道事業
湯袋地区
基本設計業務委託

小幡
地区

希）     168
予）     160
落）     152

常陸測工㈱ 6.20

25 石岡市水道事業
八郷地区変更認可
（創設事業第3回変更）
申請書作成業務委託

八郷
地区

希）     720
予）     720
落）     680

常陸測工㈱ 6.24

❻

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）
　　　　　　  水道課　　　☎ 43-1118

　

波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　

認
定
を
目
指
し
て

筑

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
何
？

　

ジ
オ
パ
ー
ク（Geo Park

）の「
ジ

オ
（Geo

）」
は
「
大
地
」
や
「
地
球
」

と
い
う
意
味
で
、
直
訳
す
る
と
「
大

地
の
公
園
」
に
な
り
ま
す
。

　

足
元
の
地
面
の
下
に
あ
る
岩
石
か

ら
宇
宙
ま
で
、
数
十
億
年
の
過
去
か

ら
未
来
ま
で
、
山
と
川
と
海
と
大
気

と
そ
こ
に
住
む
生
物
に
つ
い
て
考
え

る
、
つ
ま
り
地
球
を
丸
ご
と
考
え
る

場
所
、
そ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

筑
波
山
地
域
に
は
、
日
本
百
名
山

の
一
つ
で
、
古
来
か
ら
有
名
な
観
光

地
で
あ
る
筑
波
山
や
、
湖
沼
と
し
て

日
本
第
２
位
の
面
積
を
ほ
こ
る
霞
ヶ

浦
な
ど
、
多
く
の
す
ば
ら
し
い
観
光

資
源
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
資
源
を
生
か
す
た
め
、
市
で

は
、
周
辺
自
治
体
や
関
係
機
関
と
と

も
に
、
昨
年
８
月
に
「
筑
波
山
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を
設
立

し
、
筑
波
山
地
域
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

パ
ネ
ル
展
を
開
催

　

次
の
日
程
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
で
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

・
８
月
１
日
（
木
）
～
14
日
（
水
）

八
郷
総
合
支
所 

１
階
市
民
ラ
ウ
ン
ジ

・
８
月
16
日
（
金
）
～
30
日
（
金
）

石
岡
市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

広報いしおか８月 1 日号  №１８８　１6１７　 広報いしおか８月 1 日号  №１８８
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お
盆
の
供
物
は
、８
月
16
日
（
金
）

午
前
８
時
ま
で
に
最
寄
り
の
指
定
場

所
（
左
図
参
照
）
に
送
る
よ
う
協
力

願
い
ま
す
。

＊
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
中
身
が

入
っ
た
缶
・
ビ
ン
類
、
ち
ょ
う
ち
ん

や
祭
壇
類
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

石
岡
地
区
の
皆
さ
ん
へ

＊
お
線
香
は
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
立
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

お
盆
の
供
物
は
、
指
定
収
集
日
に
分

別
し
て
一
般
集
積
所
へ
出
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

■東地区公民館
　駐車場

東地区
公民館

至市内 至小川

国道355号

市営住宅

公民館
駐車場

カスミ FOOD OFF
ストッカー石岡東店

■宮部地区ふれあ
　い農園駐車場

至市内至志筑

ふれあい農園

至
工
業
団
地

文

府中地区
公民館

石岡二高

病院

星の宮通り

若松郵便局

至
笠
間

至
市
内

■府中地区公民館
　駐車場

舟溜り
高
浜
公
民
館

恋瀬川堤防

■高浜船溜り前

不動尊

泉町通り

■府中三丁目３番

市営駅東
駐車場

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

山
王
川

■駅東第二公園前

染
谷
通
り

宝
持
院

■染谷宝持院入口

セイブ
若松店

駐車場

至
柿
岡

至
市
内

■セイブ若松店
　駐車場

駅
東
第
二

公
園

※ 市 営 駅 東 駐 車 場 脇 　
か ら 変 更

石岡市被災住宅復興支援事業

被災住宅と被災宅地の復旧を支援
～融資額の利子の一部を補助します～

◆
対
象
者　

①
～
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
大
規
模
半
壊
、
半
壊
ま
た
は
一
部

損
壊
の
「
り
災
証
明
書
」
を
受
け
た

住
宅
な
ど
を
所
有
す
る
人
で
震
災
発

生
時
に
居
住
し
て
い
た
人

②
被
災
住
宅
や
被
災
宅
地
の
復
旧
を

行
う
人

③
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
指
定

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
る
人

◆
補
助
金
額　

年
利
１
％
に
相
当
す

る
額
を
限
度

※
補
助
金
の
補
給
は
年
１
回
（
２
月

に
実
施
予
定
）

◆
交
付
期
間　

借
入
金
に
係
る
利
子

の
支
払
い
開
始
月
か
ら
５
年
以
内

◆
対
象
と
な
る
融
資
額　

※
区
分
に
よ
っ
て
対
象
融
資
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
建
築
住
宅
指
導
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

12
月
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

　市では東日本大震災で被害を受けた住宅などを復
旧するため、必要な資金を借り入れた場合、利子の
一部に対し補助金を交付します。

●申し込み・問い合わせ
　建築住宅指導課　☎ 23-1111（内線 425）

区　
　

分

利
子
補
給

対
象
融
資
限
度
額

住
宅
復
旧
❶
※
　

   

６
４
０
万
円

宅
地
復
旧
❷
　

   

３
９
０
万
円

住
宅
・
宅
地
復
旧

❶
＋
❷

   

１
０
３
０
万
円

※
住
宅
復
旧
と
は
、
補
修
・
建
設
・

購
入
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

家
庭
で
の
備
蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
品
は

　
　
　
　
　
　

 

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う

災
害
に
備
え
る
た
め

　

東
日
本
大
震
災
後
、
多
く
の
家
庭

で
防
災
用
備
蓄
品
を
用
意
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

備
蓄
品
の
中
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
や
食
料
品
な
ど
、
消
費
期
限

が
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
２
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、

す
で
に
期
限
切
れ
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
懐

中
電
灯
の
電
池
な
ど
も
劣
化
す
る
と

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、
備
蓄

品
は
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い

て
は
、
市
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
例

示
し
て
い
ま
す
の
で
「
あ
な
た
に

と
っ
て
、な
い
と
生
活
で
き
な
い
物
」

が
何
か
、
も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）
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御
霊
送
り
の
回
収
に
協
力
願
い
ま
す

市税の納付は、安心・便利な口座振替で！

夜
間
納
税
相
談
納
付
受
付

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
年
末
年
始
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ　

収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
）

６月の差押状況

預金・貯金 　　16　件

不動産 　３件

生命保険 　２件

合計     21 件

本年度
累計 　204 件

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

納
税
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い

　

前
年
中
に
あ
る
一
定
以
上
の
収
入

の
あ
っ
た
人
は
、
そ
の
翌
年
に
収
入

が
な
く
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
前
年
に
収
入
の
な
か
っ

た
人
が
、
そ
の
翌
年
に
収
入
が
あ
っ

て
も
住
民
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

住
民
税
は
一
定
の
所
得
の
人
に
か

か
る
「
均
等
割
」
と
所
得
金
額
に
応

じ
て
か
か
る
「
所
得
割
」
の
合
計
か

ら
な
り
ま
す
。

均
等
割　

市
民
税
が
年
額
３
０
０
０

円
、県
民
税
が
年
額
２
０
０
０
円（
森

林
湖
沼
環
境
税
１
０
０
０
円
含
む
）

所
得
割　

前
年
の
所
得
金
額
か
ら
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差
し

引
い
た
残
り
の
金
額(

課
税
所
得
金

額)

に
税
率
を
か
け
て
算
出

市
民
税
所
得
割
…
６
％　

県
民
税
所
得
割
…
４
％

　

所
得
割
の
税
率
は
、
全
国
ど
こ
の

市
町
村
で
も
同
じ
に
な
り
ま
す
。

※
条
例
に
よ
り
独
自
の
減
税
を
行
っ

て
い
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

Ａ
住
民
税
は
、
県
内
同
一
の
税

率
で
す
。
特
別
に
、
石
岡
市

の
税
額
が
高
い
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
住
民
税
は
、
１
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
に
、

前
年
（
１
月
～
12
月
）
の
収

入
に
対
し
て
算
出
し
、
翌
年

度
の
６
月
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

暮 

ら 

し 

の 

中 

の 　
　

だ 

よ 

り

税

～
住
民
税
Ｑ
＆
Ａ
～

　

住
民
税
（
市
民
税
と
県
民
税
）
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

今
回
は
、
身
近
な
税
で
あ
り
な
が
ら
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
住
民
税
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

石
岡
市
の
住
民
税
は
、
県
内

の
他
市
町
村
よ
り
高
い
の
？

Ｑ１

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
税
の
支
払
い

方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
新
た
な
税
負
担
は
生
じ
ま

せ
ん
。
年
金
特
別
徴
収
を
開
始
す
る

年
度
は
、
住
民
税
１
期
・
２
期
の
直

接
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
残

り
は
、
年
金
支
給
月
（
10
月
～
）
に

年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
翌
年
度

か
ら
は
毎
回
の
年
金
支
給
月
に
差
し

引
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
す
る
の

は
、
年
金
収
入
か
ら
所
得
を
割
り
出

し
計
算
し
た
住
民
税
の
み
で
す
。
給

与
所
得
・
事
業
所
得
な
ど
年
金
以
外

の
所
得
金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民
税

の
税
額
は
、
給
与
か
ら
の
引
き
落
と

し
ま
た
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Ａ
平
成
21
年
10
月
か
ら
、
65
歳

以
上
の
年
金
受
給
者
が
直
接

市
町
村
に
納
め
る
方
法
か
ら
、

年
金
事
業
所
が
本
人
に
代
わ

り
直
接
市
に
納
入
す
る
方
法

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
か
ら
住
民
税
が
引
き
落

さ
れ
て
い
る
け
ど
、
ど
う
い

う
こ
と
？

Ｑ５

昨
年
退
職
し
て
現
在
収
入
が

無
い
の
に
、
税
額
決
定
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
。
い
つ
の

収
入
に
か
か
っ
た
税
金
？

Ｑ４

　

亡
く
な
っ
た
人
が
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
今
年
分
の
住
民
税
は
、

Ａ
扶
養
に
入
れ
る
パ
ー
ト
収
入

の
限
度
額
は
、
年
間
１
０
３
万

円
以
下
で
す
。

所
得
税
は
収
入
が
１
０
３
万

円
以
下
、
住
民
税
は
収
入
が

93
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
年
の
途
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
に
も
、
前
年
中
の
所
得
に

基
づ
い
て
、
そ
の
年
度
の
課

税
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
年
度
の
住
民
税
は

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

妻
が
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
ま

す
。
夫
の
扶
養
に
入
れ
る
収

入
の
限
度
額
と
、
税
金
が
か

か
ら
な
い
収
入
の
限
度
額
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ２
今
年
４
月
に
亡
く
な
っ
た
家

族
の
分
の
税
額
決
定
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
。
支
払
わ
な

く
て
も
い
い
の
で
は
？

Ｑ３

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
８
）　

相
続
し
た
人
が
そ
の
納
税
義
務
を
引

き
継
ぎ
、
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人
に
は
来

年
度
分
の
住
民
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
所
得
税
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
税
務
署
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１９　 広報いしおか８月 1 日号  №１８８



図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
８
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
８
月
の
お
は
な
し
会
》

・
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
８
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
10
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
お
よ
そ
30
分
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

【休館日】

８月

 5・12
19・26 

◆
折
り
紙
講
座
◆　

【
日
時
】
８
月
24
日
（
土
）

             

午
前
10
時
～
12
時

【
場
所
】
中
央
図
書
館 

３
階 

読
書

室【
参
加
】
無
料

【
内
容
】
折
り
紙
で
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
な
ど
を
折
る
。　
　
　

【
対
象
】
児
童
～
成
人
（
先
着
20
名
）

【
受
付
期
間
】
８
月
18
日
（
日
）
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

【
受
付
方
法
】
中
央
図
書
館
ま
で

◆
お
も
し
ろ
理
科
実
験
◆

【
日
時
】
８
月
31
日
（
土
）

             

午
後
２
時
～

【
場
所
】
中
央
図
書
館 

３
階 

読
書

室【
参
加
】
無
料

【
内
容
】
茨
城
県
教
育
委
員
会
派
遣

事
業
登
録
講
師
に
よ
る
理
科
実
験
の

演
示
な
ど
。　
　
　

【
対
象
】
小
・
中
学
生
（
先
着
30
名
）

【
申
し
込
み
】
中
央
図
書
館
ま
で

郷
土
資
料
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

図
書
館
で
は
、
２
階
の
郷
土
資
料

コ
ー
ナ
ー
に
石
岡
市
や
茨
城
県
に
関

す
る
資
料
（
郷
土
資
料
）
も
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

《
新
着
図
書
の
案
内
》

　

児
童
向
け

・
チ
リ
と
チ
リ
リ
ち
か
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
い
か
や
／
作

・
か
ら
す
の
お
か
し
や
さ
ん　
　

　
　
　
　
　

か
こ
さ
と
し
／
作
・
絵

・
ゆ
う
れ
い
猫
と
魔
女
の
呪
い　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

廣
嶋
玲
子
／
作

・
な
ぞ
な
ぞ
ふ
し
ぎ
の
く
に　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

深
見
春
夫
／
作

・
体
育
の
コ
ツ
絵
事
典　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
景
元
／
監
修

・
ガ
リ
レ
オ
工
房
の
炎
の
ひ
み
つ　

　
　
　

伊
知
地
国
夫
／
写
真
・
監
著

・
日
本
の
鉄
道
路
線
地
図　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

地
理
情
報
開
発
／
編

・
生
命
38
億
年
大
図
鑑　
　

　
　
　
　
　
　
　

猪
郷
久
義
／
監
修

・
ず
っ
と
ま
も
っ
て
い
る
よ　
　

　
　

メ
ア
リ
ー
ア
ン
・
フ
レ
イ
ザ
ー

  

一
般
向
け　

・
つ
ば
さ
の
お
く
り
も
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
糸
／
著

・
野
心
の
す
す
め　

林
真
理
子
／
著

・
で
き
る
大
人
の
勉
強
法
大
全　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
秀
樹
／
著

・
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ　

 

今
野
敏
／
著

・
と
き
ぐ
す
り　
　
　

 

畠
中
恵
／
著

・
ヤ
マ
ネ
コ
・
ド
ー
ム　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

津
島
佑
子
／
著

・
ぎ
っ
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

群
よ
う
こ
／
著

・
コ
コ
ロ
の
美
容
液　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ
／
著

・
七
つ
の
顔
の
漱
石　
　

　
　
　
　
　
　
　

出
久
根
達
郎
／
著

　

年
齢
に
応
じ
た
大
き
さ
の
プ
ー
ル

を
テ
ラ
ス
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
水

を
浅
く
入
れ
た
小
さ
な
プ
ー
ル
も
あ

り
ま
す
の
で
、
１
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
も
安
心
し
て
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
活
動
内
容
も
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
す

べ
り
台
、
水
鉄
砲
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
な

ど
、
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

季
節
の
行
事
を
取
り
入
れ
た
「
せ

い
さ
く
」
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

は
さ
み
で
切
る
と
こ
ろ
を
「
ち
ぎ
っ

た
り
」、ク
レ
ヨ
ン
で
の
色
ぬ
り
を「
手

形
ス
タ
ン
プ
」
に
し
た
り
と
、
お
子

さ
ん
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く

せ
い
さ
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地域子育て支援センターに
行ってみよう！

水
遊
び

せ
い
さ
く
活
動

国
分
台
ふ
た
ば
保
育
園

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ， 

Ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ

市内 6 か所にある支援センターのそれ
ぞれの取り組みを順番に紹介していきま
す。第２回目は国分台ふたば保育園の取
り組みです。

第２回

問い合わせ  
国分台ふたば保育園 ☎ 22‒4060
北府中２‒７‒43
　 http://futabahoikuen.web.fc2.com/ＨＰ

▲願いを込めて書いた短冊の一つは
保育園の笹に。七夕の飾りつけを笹
につけて持ち帰りました

▲親子で敬老の日のプレゼントを作
りました

▲ 30 分～ 1 時間半たっぷりと水あ
そびを楽しめます
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サンド市　今月は 17 日（土）
日時  第３土曜日  午前 11 時～午後３時
場所  香丸・中町・御幸通りの参加店前、
まちかど情報センター
　中心街の店先を借りて、趣味の手作り
品、園芸品などを展示販売。新鮮野菜も
並びます。フリーマーケットも大歓迎！
参加者募集中。

時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ 93

☎43-1111
（内線1233）

執
筆
者
は
誰
？

　

茨
城
県
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
大

変
貴
重
な
古
文
書
で
あ
る
常
陸
国
風

土
記
。
今
回
は
、
そ
の
執
筆
者
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。　

　

常
陸
国
風
土
記
は
、
霊れ

い
き亀
元
年

（
７
１
５
）
頃
に
編
さ
ん
さ
れ
た
と

言
わ
れ
、
四し

ろ
く
べ
ん
れ
い
た
い

六
駢
儷
体
と
い
う
漢
文

の
文
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
漢
字
四
字
と
六
字
を
組
み
合
わ
せ

た
華
麗
な
文
章
の
こ
と
で
、
筆
者
は

相
当
な
漢
文
の
教
養
を
持
っ
た
人
物

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
執
筆
の

最
有
力
者
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る

の
が
藤
原
宇う

ま
か
い合
と
い
う
人
物
。
宇

合
は
、
聖
武
天
皇
の
側
近
と
し
て

有
名
な
藤ふ

じ
わ
ら
の
ふ
ひ
と

原
不
比
等
の
三
男
で
、

教
科
書
に
も
登
場
す
る
藤
原
四
兄

弟
の
一
人
。
遣
唐
使
と
し
て
、
僧

玄げ
ん
ぼ
う昉
・
吉き
び
の
ま
き
び

備
真
備
・
阿あ
べ
の
な
か
ま
ろ

倍
仲
麻
呂
ら

と
と
も
に
唐
に
留
学
し
、
養
老
三

年
（
７
１
９
）
に
は
安あ

わ房
・
上か
ず
さ総
・

下し
も
う
さ総

の
監
視
官
に
任
命
さ
れ
て
い
ま

す
。
宇
合
が
常
陸
国
司
に
任
じ
ら
れ

た
明
確
な
時
期
は
不
明
で
す
が
、
こ

の
頃
に
は
常
陸
国
司
と
兼
任
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
に
加
え
、
宇
合
は

最
古
の
漢
詩
集
「
懐か

い
ふ
う
そ
う

風
藻
」
に
６
首
、

万
葉
集
に
も
６
首
の
詩
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
ほ
ど
の
教
養
人
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
万
葉
集
に
は
国
司

の
任
期
を
終
え
、
帰
京
す
る
宇
合
と

の
別
れ
を
惜
し
む
常ひ

た
ち
お
と
め

陸
娘
子
の
詩
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

常
陸
国
は
東
海
道
の
終
点
で
あ

り
、
蝦え

み
し夷
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
領
地

と
境
を
接
す
る
重
要
な
土
地
。
こ
の

よ
う
な
重
要
拠
点
を
統
治
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
宇
合
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
当
時
の
こ
の
場
所
の
様
子
を
書

き
記
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

常
陸
国
風
土
記

編
さ
ん
１
３
０
０
年 
特
集
②

８
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
折
り
紙
教
室 

31
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

・
育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

   

参
加
者
募
集
！ 

対
象　

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

   

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

・
ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
（
向
か
い
側
）・
臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）

を
利
用
く
だ
さ
い
。

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

休
館
日　

木
曜
日　
　
　

   

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま 

ち 

か 

ど 

情 

報 

セ 

ン 

タ 

ー 

ニ 

ュ 

ー 

ス

期
日　

８
月
11
日
（
日
）
ま
で

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

夏休み特別企画

ま
ち
か
ど
お
化
け
屋
敷

ま
だ
ま
だ
続
く
、
あ
の
恐
怖
…

まちかどバザール
日時　第１水曜日　午前 10 時～開催！
出店自由で参加者募集中。新鮮野菜やお
菓子、手作り品の販売など。

夏休み体験教室 ギャラリー

パ
ス
テ
ル
和
な
ご
みア

ー
ト
展

水
も
油
も
使
わ
ず
、
パ
ス
テ
ル
の
粉
を
指
に

つ
け
て
描
い
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
18
日
（
日
）
～
31
日
（
土
）

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

まちかど学習会

お
れ
お
れ
詐
欺
の
新
た
な
手
口
を
知
ろ
う

日
時　

８
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～

講
師　

石
岡
警
察
署 

生
活
環
境
課 

まちを歩いて、出会って、美味しいものを
食べて、元気になる。

▲万葉歌碑（石岡小学校敷地内）
庭に立つ　麻手刈りし　布さらす　
　　　　　　　　　　　東女を忘れ給うな

広報いしおか８月 1 日号  №１８８　２0

水
や
り
不
要
で
長
時
間
楽
し
め
る
、
夏
ら
し
い

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
は
い
か
が
で
す
か
？

日
時　

８
月
24
日
（
土
）　

午
前
10
時
30
分
～

講
師　

山
崎 

真
美
先
生

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
要
予
約
５
組
）

※
８
月
７
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

親
子
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

パ
ス
テ
ル
和
な
ご
みア

ー
ト
教
室

日
時　

８
月
18
・
24
・
25
・
28
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
の
間
の
２
時
間

講
師　

中
根 

弘
子
先
生

参
加
費　

５
０
０
円



★★

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
、
専

門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

・
８
月
13
日

（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

♥
相
談
番
号 

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

夏
休
み
中
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

❶
二
種
混
合　

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

【
対
象
者
】

・
市
内
小
学
６
年
生
（
平
成
13
年
４

月
２
日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

※
で
き
る
だ
け
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

❷
麻
し
ん
風
し
ん
（
２
期
）

【
対
象
者
】

・
平
成
26
年
４
月
に
小
学
校
入
学
の

人
（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

※
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

❸
日
本
脳
炎

【
接
種
勧
奨
者
】

・
平
成
25
年
度
に
７
、８
歳
に
な
る
人

　

１
期
初
回
接
種
（
１
、２
回
目
）

★★

●
８
月
12
日
（
月
）

ウ
ェ
ル
サ
イ
ト
石
岡

●
８
月
15
日
（
木
）

ピ
ア
シ
テ
ィ
石
岡

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分
、

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
８
月
29
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

八
郷
総
合
支
所

献
血
へ
の
ご
協
力
を

 

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
集
団

 

検
診
の
受
診
を
（
石
岡
地
区
）

【
実
施
日
】 

９
月
18
日
（
水
）・
19
日

（
木
）・
20
日
（
金
）・
21
日
（
土
）・

24
日
（
火
）、
10
月
10
日
（
木
）・
11

日
（
金
）、
11
月
６
日
（
水
）・
10
日

（
日
）・
11
日
（
月
）

・
午
後
０
時
20
分
～
１
時
10
分
受
け

付
け

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
項
目
・
負
担
金
】

《
子
宮
が
ん
検
診 

20
歳
以
上
》　

の
検
査
と
な
り
ま
す
。

要
件
の
該
当
者

　
　
負
担
金
が
無
料
に

　

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
、
が
ん
検
診
は
次
の
①
か
ら

③
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
負
担
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
保
護
者
②
当
該
年
度
分

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
）
③
身
体
障
が
い
の

重
度
判
定
者

　

必
要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
め
じ
の

　
　
　
つ
く
ね
焼
き

★
幸
せ
は
食
事
か
ら
★

（
エ
ネ
ル
ギ
ー 

１
３
９
㎉
、
塩
分 

１
・
３
ｇ
）

◆
材
料
（
４
人
分
）

し
め
じ 

１
パ
ッ
ク
・
長
ね
ぎ 

½

本
・
鮭
水
煮
缶
詰 

１
～
２
缶
（
約

２
０
０
ｇ
）

Ａ
｛
卵
½
個
・
片
栗
粉 

大
さ
じ
２
・

塩 

小
さ
じ
½
｝　

Ｂ
｛
だ
し
汁
50  

ml
・
砂
糖 

小
さ
じ
１
・

し
ょ
う
ゆ 

小
さ
じ
１
｝

片
栗
粉 

適
宜
・
大
葉 

２
枚
・
ミ
ニ

ト
マ
ト 

８
個
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

½

株

◆
作
り
方

①
し
め
じ
、
長
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り

に
し
、
鮭
水
煮
は
よ
く
缶
汁
を
切
っ

て
お
く
。

②
ボ
ウ
ル
に
①
と
Ａ
を
入
れ
て
よ
く

練
り
、
小
判
型
に
す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
し
い

て
②
を
弱
火
で
両
面
焼
く
。

④
Ｂ
を
合
わ
せ
て
火
に
か
け
、
片
栗

粉
を
加
え
て
あ
ん
を
作
る
。
大
葉
は

千
切
り
に
す
る
。

⑤
③
に
④
を
か
け
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
と

ゆ
で
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
添
え
る
。

★★

こ
こ
ろ
の
温
度
を

測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
気

軽
に
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
み
度
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

個
人
情
報
の
入
力
は
一
切
不
要
で

す
。
心
の
健
康
状
態

が
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
ほ
か
に
、
家

族
や
身
近
に
い
る
人

の
た
め
の
「
家
族
モ
ー
ド
」
や
「
赤

ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド
」
も
利
用
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
利
用
も
で

き
ま
す
。

ＨＰ
https://fishbow

lindex.jp/
ishioka/

腸
が
い
き
い
き
！

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

　

い
き
い
き
暮
ら
す
た
め
に「
若
さ
」

と
「
腸
」
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。「
腸
」
を
ピ
カ
ピ
カ
に
保
つ

コ
ツ
を
医
学
・
栄
養
学
の
専
門
家
か

ら
学
び
ま
す
。　

【
日
時
】
９
月
27
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

・
午
後
１
時
～
受
け
付
け

【
場
所
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階
大
会
議
室

【
内
容
】
医
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
講
話
と
質
疑
応
答
、
大
腸
が
ん
検

診
（
40
歳
以
上
対
象
）
受
診
方
法
説

明
な
ど

【
定
員
】
１
０
０
人

【
費
用
】
無
料

【
申
込
方
法
】
８
月
末
日
ま
で
に
、

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
窓
口
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
９
、
10
歳
に
な
る
人 

　

１
期
追
加
接
種
（
３
回
目
）

・
18
歳
に
な
る
人

　

２
期
（
４
回
目
）

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
参
加
者
募
集

【
日
時
】
８
月
21
日
（
水
）　　

・
午
後
１
時
～
１
時
20
分
受
け
付
け

【
場
所
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
対
象
】
フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未

就
学
児

【
内
容
】  

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指

導
・
フ
ッ
化
物
塗
布

【
定
員
】
15
名

【
申
込
方
法
】
実
施
日
の
前
日
ま
で

に
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・

パ
パ
マ
マ
ス
ク
ー
ル

【
日
時
】
①
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス　

・
８
月
26
日
（
月
）

・
午
前
９
時
15
分
～
９
時
30
分
受
け

付
け

②
パ
パ
マ
マ
ス
ク
ー
ル　

・ 

８
月
17
日
（
土
）、９
月
２
日
（
月
）

・
午
前
８
時
45
分
～
９
時
受
け
付
け

※
正
午
終
了
予
定

【
場
所
】
①
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

②
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
妊
婦
と
そ
の
家
族

【
内
容
】
①
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
妊
娠
中
・
産
後
の

食
事
の
話 

②
妊
娠
・
分
娩
の
経
過
、

呼
吸
法
・
補
助
動
作
、
母
乳
指
導
・

沐も
く
よ
く浴
指
導
、
歯
科
指
導

【
申
込
方
法
】
実
施
保
健
セ
ン
タ
ー

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

１
５
０
０
円 

※
70
歳
以
上
無
料

《
乳
が
ん
検
診 

超
音
波
》

30
～
65
歳　

１
０
０
０
円　

《
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
》

40
～
49
歳　

１
５
０
０
円

50
～
69
歳　

１
０
０
０
円

※
70
歳
以
上
無
料

【
申
込
方
法
】
８
月
５
日
（
月
）
～

９
日
（
金
）
ま
で
に
石
岡
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
日
の
定

員
が
子
宮
が
ん
１
０
０
人
、
乳
が
ん

50
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
１
度

保
健
師
か
ら
ひ
と
こ
と

　

子
宮
が
ん
は
20
～
30
歳
代
の
患
者

発
生
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

乳
が
ん
は
、
か
か
る
人
も
亡
く
な
る

人
も
、
働
き
盛
り
の
30
～
60
歳
代
に

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
、
女
性
な

ら
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
早
期
発
見
・
治
療
す
れ

ば
、ほ
と
ん
ど
治
癒
す
る
こ
と
か
ら
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
定
期
的
な
検
診

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

▲パパママスクールの様子

今
月
の
注
目
☝
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か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
）
☎
２
２
・
２
９
５
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

４
月
１
日
か
ら
、

石
岡
市
男
女
共
同
参
画
後
期
実
施
計
画
が
ス
タ
ー
ト
！

知
っ
て
く
だ
さ
い
！　

太
陽
光
発
電
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
策

▪
事
例
１
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
最
後
の

１
棟
な
の
で
急
い
で
契
約
し
た
方
が

い
い
」「
今
日
契
約
し
な
い
と
、
こ
の

金
額
で
は
契
約
で
き
な
い
」
な
ど
執

拗
に
勧
誘
さ
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

▪
事
例
２
「
売
電
で
２
万
円
の
ロ
ー

ン
が
払
え
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
契

約
し
た
が
、
多
い
月
で
も
１
万
円
程

度
し
か
売
電
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。

▪
事
例
３
「
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
」

と
言
わ
れ
て
契
約
し
た
が
、
設
置
し

た
シ
ス
テ
ム
が
補
助
金
対
象
の
要
件

か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

▪
事
例
４
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と

オ
ー
ル
電
化
の
工
事
を
し
た
が
、
工
事

が
ず
さ
ん
な
た
め
メ
ー
カ
ー
の
10
年

保
証
が
受
け
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。

▪
問
題
点　

過
度
に
お
得
感
を
強
調

し
、
契
約
を
急
が
せ
過
剰
な
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
や
不
正
確
な
説
明
を
す
る

業
者
が
目
立
ち
ま
す
。

▪
ア
ド
バ
イ
ス

☜
訪
問
販
売
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
ま
す
。

☜
売
電
収
入
は
天
候
や
設
置
条
件
、

電
気
使
用
料
な
ど
で
変
わ
り
ま
す
。

設
置
す
る
屋
根
の
形
状
や
、
現
在
の

電
気
使
用
料
、
ど
の
程
度
の
発
電
が

可
能
か
・
ど
れ
く
ら
い
売
電
で
き
る

か
・
補
助
金
は
ど
の
程
度
か
な
ど
把

握
し
ま
し
ょ
う
。

☜
信
頼
の
お
け
る
複
数
の
業
者
か
ら

見
積
も
り
を
取
り
、
不
明
な
点
は
良
く

確
認
し
て
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

☜「
消
費
税
増
税
前
が
チ
ャ
ン
ス
」と
、

販
売
合
戦
が
過
熱
す
る
も
の
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
目
先
の
値
引
き
な
ど
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
３
・
２
３
９
・
６
２
０
０

生
活
環
境
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家
庭

の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解
決
で
き

る
よ
う
に
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま

す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

日
時
　
８
月
８
・
15
・
22
日
（
木
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成

20
年
３
月
に
、「
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
具
体
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
が
「
実
施
計
画
（
前
期
・

後
期
で
各
５
年
間
）」
で
す
。

　

後
期
実
施
計
画
は
、
平
成
24
年
度

に
終
了
し
た
前
期
実
施
計
画
の
課
題

を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
と
も
な
い
、
契
約
な
ど
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
は
、
消
費
者
が
太
陽
光
発
電
の
情
報

や
知
識
を
十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
、
事
業
者
が
提
供
す
る
情
報
を
う
の
み

に
し
て
契
約
し
た
場
合
に
起
こ
り
が
ち
で
す
。
訪
問
販
売
業
者
の
説
明
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
括
見
積
り
だ
け
で
契
約
を
決
め
る
の
は
危
険
で
す
！

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー　

市
民
意
識
調
査
を
行
っ
た
結
果

「
若
い
世
代
へ
の
普
及
・
啓
発
活
動

の
強
化
」「
仕
事
と
家
庭
・
地
域
生

活
の
両
立
支
援
」「
政
策
・
方
針
決

定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
」
と

い
っ
た
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
後
期

実
施
計
画
で
は
左
の
４
つ
の
基
本
方

針
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
を

中
心
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

後
期
実
施
計
画
の

　
　
　

主
な
内
容

詳
し
く
は
…

　

後
期
実
施
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
こ
ち
ら
か
ら
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

ト
ッ
プ
→
市
政
情
報
→
市
政
運
営
→

市
政
→
男
女
共
同
参
画

問
い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
２
）

①
普
及
・
啓
発
活
動
の
強
化

後期実施計画の基本方針

▪
事
業
所
・
企
業
啓
発
事
業

▪
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

▪
若
者
に
対
す
る
啓
発
事
業

▪
小
中
学
校
へ
の
出
前
講
座

▪
す
こ
や
か
保
育
応
援
事
業

▪
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や

　

パ
パ
・
マ
マ
ス
ク
ー
ル

▪
石
岡
市
女
性
人
材

　

登
録
制
度

②
小
中
学
生
な
ど
若
い
世
代

　

へ
の
啓
発
の
強
化

③
就
労
し
て
い
る
人
へ
の

　

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

④
市
の
審
議
会
に
お
け
る

 

女
性
委
員
の
登
用
率
の
向
上

主要事業
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ＨＰ
　
　

俚　
　

謡　下　

林　

額
賀　

力
江

世
界
遺
産
の　

初し
ょ
か夏

呼
ぶ
富
士
に

　

妬
い
た
筑
波
の　

涙
雨

下　

林　

加
藤　

弥
生

熟
れ
た
梅
の
実　

漬
け
込
む
母
の

　

馴
れ
た
手
捌
き　

塩
加
減

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

昔
田
植
え
は　

六
月
盛
り

　

農
に
大
事
な　

梅
雨
の
水

石　

岡　

東　

辻
が
華

い
つ
も
口
ぐ
せ　

滋
養
が
あ
る
と

　

祖じ

い父
の
土
産
は　

と
ろ
ろ
芋

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

青
い
梅
の
実　

塩
水
潜
り

　

皺
を
刻
め
ば　

味
が
出
る　
　

若　

松　

川
崎　

洋
子

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な　

浜
辺
の
散
歩

　

場
面
夢
見
た　

若
い
頃

貝　

地　

前
島
く
に
子

梅
雨
の
晴
れ
間
に　

布
団
を
干
し
て

　

嫁
の
気
遣づ

か

い　

肌
で
知
る

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

初う

ぶ心
な
青
梅　

ま
だ
青
二
才

　

紫
蘇
に
染
ま
れ
ば　

赤
く
な
る

国　

府　

篠
原
美
千
代

こ
れ
で
い
い
の
よ　

焦
ら
ず
暮
ら
す

　

長
い
人
生　

い
ば
ら
道

国　

府　

大
西　

和
子

梅
雨
の
晴
れ
間
の　

陽
を
パ
ラ
ソ
ル
に

　

集
め
単ひ

と
え衣

が　

行
き
過
ぎ
る

「
車
氏
」
の
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

天
正
十
八
年
に
府
中
城
を
急
襲
し

て
大
掾
氏
を
滅
ぼ
し
た
佐
竹
側
の
先

鋒
は
、
猛
将
と
し
て
知
ら
れ
た
車
丹

波
守
の
軍
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
罰
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
徳

川
家
康
の
時
代
に
な
る
と
佐
竹
は
突

然
に
秋
田
行
き
を
命
じ
ら
れ
る
。
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
五
月
の
こ
と

で
あ
る
が
、
車
丹
波
守
は
幕
府
に
接

収
さ
れ
た
水
戸
城
の
奪
還
を
企
ん
で

佐
竹
を
離
れ
、
七
月
十
日
に
僅
か
な

仲
間
と
幕
府
方
の
守
備
隊
を
襲
撃
し

た
。
折
か
ら
の
豪
雨
で
奇
襲
作
戦
に

は
有
利
で
あ
っ
た
が
、
今
一
歩
で
果

た
せ
ず
に
捕
え
ら
れ
、
江
戸
送
り
の

後
に
水
戸
で
処
刑
さ
れ
た
。

　

徳
川
家
康
が
報
告
を
受
け
た
の
は

処
刑
の
後
で
あ
り
「
惜
し
い
武
将
を

殺
し
た
」
と
し
て
責
任
者
を
処
罰
し

た
と
い
う
。
こ
の
事
件
の
首
謀
者
で

あ
る
丹
波
守
忠
次
の
弟
に
車
善
七
猛

虎
が
居
り
、
脱
出
し
て
江
戸
に
潜
伏

し
将
軍
を
狙
っ
た
が
失
敗
、
徳
川
秀

忠
に
惜
し
い
人
物
と
許
さ
れ
て
、
自

ら
申
し
出
を
行
い
江
戸
の
「
非
ひ
に
ん
が
し
ら

人
頭

（
処
刑
場
の
雑
用
な
ど
を
行
う
者
の
元

締
）」
に
な
っ
た
と
す
る
話
も
あ
る
。

　

車
氏
は
桓
武
平
氏
繁
盛
流
岩
城
系

の
流
れ
を
汲
む
と
さ
れ
る
か
ら
大
掾

石　

岡　

外
川
な
を
み

十
七
回
忌
夫
の
墓
前
に
酒

さ
か
ず
き杯

を
供
え
来

し
方
語
り
合
い
た
り　
　
　
　
　

   　

   

高　

浜　

大
嶋　

全
江

つ
く
ば
嶺
の
織
り
成
す
わ
か
ば
の
山
容

の
ふ
く
よ
か
な
り
し
女
体
の
山
は

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

緑
一
色
一
望
千
里
の
田
園
に
白
鷺
一
羽

餌
を
あ
さ
り
を
り

東
光
台　

内
田
千
代
子

五
月
な
る
八
郷
の
田
圃
水
張
り
し
植
田

年
々
少
な
く
な
り
ぬ府　

中　

山
口　

文
子

白
雲
を
映
し
流
る
る
恋
瀬
川
中
洲
の
あ

や
め
紫
に
咲
く

山　

崎　

荒
井　

幸
子

老
犬
の
た
よ
た
よ
と
緩
き
足
ど
り
を
す

れ
違
ふ
人
の
励
ま
し
く
る
る

柴　

内　

羽
生　
　

俊

共
に
生
き
共
に
老
い
た
る
仲
間
み
な
介
護

の
サ
ー
ビ
ス
に
語
り
合
い
つ
つ

東
成
井　

小
島　

せ
ん

朝
光か

げ

の
柿
の
若
葉
が
き
ら
き
ら
と
眩
ゆ

し
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
眩
ゆ
し　
　
　
　

山　

崎　

鈴
木　

君
江

水
無
月
の
潮
来
の
川
辺
心
地
よ
き
風
は

古
民
家
を
吾
を
な
で
つ
つ

府　

中　

荒
川　

忠
男

ふ
る
さ
と
を
小
皿
に
盛
り
て
夏
料
理

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

歩
け
な
い
か
ら
六
月
の
長
電
話

大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

あ
れ
こ
れ
と
昔
を
引
き
出
す
更
衣　
　

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

紫
陽
花
の
手
ま
り
が
飛
ん
だ
青
い
空

若　

松　

城
下　
　

稔

人
生
に
抜
け
道
あ
り
て
花
木
槿

北
府
中　

野
村
畝
津
子

老
い
て
ゆ
く
こ
と
の
確
か
さ
濃
紫
陽
花

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

休
日
を
癒
す
公
園
梅
雨
晴
間　
　
　
　

細　

谷　

松
崎　

淑
子

彼
方
此
方
の
芝
生
の
中
の
捩
れ
花

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

睡
蓮
や
手
入
れ
の
届
く
池
公
園

宇
治
会　

萩
原　
　

清

水
鏡
壊
し
て
遊
ぶ
夏
の
鴨

文
芸
い
し
お
か

●
石
岡
三
曲
協
会

三
曲
合
奏
温
習
会
（
琴
・
三
弦
・
尺

八
の
合
奏
）

【
日
時
】
８
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
若
松
町
公
民
館

※
会
員
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

川
村
☎
２
２
・
２
５
９
７

●
石
岡
市
八
郷
硯
友
会

第
24
回
石
岡
市
八
郷
硯
友
会
書
展

（
市
内
各
会
派
の
合
同
の
書
道
展
。

学
生
の
作
品
も
約
２
０
０
点
展
示
）

【
日
時
】

８
月
20
日
（
火
）
～
25
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
８
月
20
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
25

日
は
午
後
４
時
ま
で
。

【
場
所
】
中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

助
川
☎
４
２
・
３
０
３
９

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

氏
と
は
同
族
で
あ
る
。
大
掾
氏
を
滅

ぼ
し
た
大
掾
系
の
車
氏
が
見
せ
し
め

で
処
刑
さ
れ
た
り
非
人
頭
に
な
っ
た

り
…
こ
れ
が
人
の
世
の
因
縁
な
の
で

あ
ろ
う
か
…
。

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

ふ
た
す
ぢ
の
紅こ

う

あ
ざ
や
か
に
す
れ
ち
が

ふ
新
特
急
の
上
り
と
下
り　
　
　
　

     

短　
　

歌

２５　 広報いしおか８月 1 日号  №１８８



第 1次試験

項

　目

方

　法

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　容

全
職
種

教
養

試
験

択
一
式

１
２
０
分

筆
記
試
験
と
し
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
・
知
能
な
ど
に
つ
い

て
高
校
で
履
修
し
た
程
度
の
問
題
を
出
題
し
ま
す
。

作
文

試
験

課
題

80
分

文
章
に
よ
る
表
現
力
、課
題
に
対
す
る
理
解
力
な
ど
の
記
述
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
建
築
技
師
に
つ
い
て
は
、
別
に
専
門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

※
全
職
種
に
つ
い
て
、
集
団
面
接
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
職
は
体
力
試
験
も
実
施
し
ま
す
。

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
以
降　
　

口
述
試
験
・
適
応
性
検
査
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
試
験
・
身
体
検
査

職  

種

採
用
予
定

人
員

受

　
　
　
　験

　
　
　
　資

　
　
　
　格

　一般事務職

一般

あわせて
15名程度

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
人
。

身体障がい者対象

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
人
。

自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
事
務
職
と

し
て
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

②
通
常
の
勤
務
時
間
（
原
則
と
し
て
週
38
時
間
45
分
、
１
日

７
時
間
45
分
）
に
対
応
で
き
る
人
。

③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人
。

建
築
技
師

２名
程度

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

た
だ
し
、
１
級
建
築
士
ま
た
は
２
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込

み
の
人
。

消
防
職

９名程度

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
人
。
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
ま
た
は
、
平
成
25
年
度
救

急
救
命
士
国
家
試
験
受
験
予
定
の
人
を
含
む
。

※
火
災
や
救
急
現
場
で
の
活
動
に
従
事
す
る
た
め
、
受
験
資

格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
お
む
ね
以
下
の
項
目
に
該
当
す

る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

消
火
や
人
命
救
助
な
ど
の
災
害
活
動
に
必
要
な
体
力
を
有
す

る
人
で
、視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
が
両
眼
で
０
・
７
以
上
、

か
つ
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
０
・
３
以
上
で
あ
り
赤
色
、
青
色
お

よ
び
黄
色
の
色
彩
の
識
別
が
で
き
、
聴
力
は
左
右
と
も
正
常

で
あ
る
こ
と
。

HP

※受験資格に該当する人であっても、次のいずれかに該当する人は受験できません。

第１次試験 ９月22日日 会場 八郷総合支所

受験受付期間　8 月 6日火～ 23 日金
八郷総合支所八郷総合支所八郷総合支所八郷総合支所 石岡市職員採用試験

受
験
手
続

※
資
格
・
免
許
を
要
す
る
職
種
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
採
用
資
格
を
失
い
ま
す
。

※
資
格
・
免
許
を
要
す
る
職
種
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
採
用
資
格
を
失
い
ま
す
。

❺日本国憲法、またはその下に成立した政府を暴力で破壊す
　ることを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれ
　に加入している場合
※（注１）民法の一部を改正する法律（平成11年法律第149号）
附則第３条第３項の規程により従前の例によることとされる
準禁治産者を含みます。

❶日本国籍を有しない人
❷成年被後見人または被保佐人（注１）
❸禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、または
　その執行を受けることがなくなるまでの人
❹本市職員として懲戒免職の処分を受け当該処分の日から２
　年を経過していない人

◆
申
込
用
紙
な
ど
の
請
求

・
郵
便
に
よ
る
請
求

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
大
き
さ
に
見
合
う
切
手
を
貼
っ
た
、
返
送
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
出
力
す
る
場
合
は
、Ａ
４
版
縦
、

白
地
の
紙
（
感
熱
紙
は
不
可
）
に
黒
色
で
縮
小
・
拡
大
を

行
わ
ず
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、
市

役
所
総
務
課
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
確
実
な
簡
易
書
留
な
ど
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
送
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
（
受
験
票
送
付
用
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　８
月
６
日
（
火
）
〜
23
日
（
金
）
の
平
日

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
受
付
期
間

内
の
消
印
有
効
）

◆
添
付
書
類

①
採
用
試
験
申
込
書

②
履
歴
書
兼
身
上
書
・
自
己
推
薦
書

③
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
（
最
終
学
歴

の
も
の
）

④
身
体
障
が
い
者
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

◆
申
込
用
紙
請
求
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
１
５‒

８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

石
岡
市
役
所 

総
務
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

　
　

 http://w
w
w
.city.ishioka.lg.jp/

※
詳
し
く
は
、採
用
試
験
案
内
で
確
認
く
だ
さ
い
。
案
内
は
、

市
役
所 

総
務
課
お
よ
び
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
平成25年8月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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